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平成２９年度 地域指定型 実験箇所 （H29.4.25決定）

（島根県飯石郡飯南町）

④道の駅 赤来高原
いいしぐん いいなんちょう

あかぎこうげん

（熊本県葦北郡芦北町）

⑤道の駅 芦北でこぽん
あしきたぐん あしきたまち

あしきた

（滋賀県東近江市蓼畑町）

③道の駅 奥永源寺 渓流の里
ひがしおうみし たてはたちょう

おくえいげんじ けいりゅう さと

（栃木県栃木市西方町）

②道の駅 にしかた
とちぎし にしかたまち

レベル４＋２技術

乗用車型：ヤマハ

路車連携型
（電磁誘導線）

＜使用予定車両＞

（秋田県北秋田郡上小阿仁村）

①道の駅 かみこあに
きたあきたぐん かみこあにむら

＜使用予定車両＞

＜使用予定車両＞
＜使用予定車両＞

＜使用予定車両＞

レベル４＋２技術

乗用車型：アイサン
テクノロジー

車両自律型

レベル４技術

バス型：ＤｅＮＡ

車両自律型

※写真は車両のイメージ※

レベル４＋２技術

バス型：先進モビリティ

路車連携型

（磁気マーカ）

レベル４＋２技術

乗用車型：ヤマハ

路車連携型
（電磁誘導線）

※ 主に技術的な検証を行う箇所

病院：約500m
役場等：約500m
路線バス停あり

農作物の集荷

（フルーツ・野菜等）

病院：併設

役場等：併設

路線バス停あり

農作物の集荷

（茶葉、納豆等）

病院：約500m
役場等：約300m
路線バス停あり

大学との連携

（宇都宮大学）

病院：約300m
役場等：約100m
路線バス停あり

農作物の集荷

（ほおずき等）

病院：約500m
役場等：隣接

路線バス停あり

大学との連携

（島根大学）
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地方整備局等からの推薦

実験箇所選定（案）の作成

既存の地域の特色ある取組との連携で
ビジネスモデルの高い実現性が期待で
きる箇所等

ビジネスモデルの更なる具体化に向けて
フィージビリティスタディを行う箇所

有識者からの意見聴取（東大 原田教授、東北大 桑原教授）

地域からの応募 〔 ２６箇所 〕

企画提案書の評価 〔 １３箇所 〕

実験箇所の決定・公表７／３１

〔 ８箇所 〕 〔 ５箇所 〕

※地域バランスにも配慮 ※地方整備局で検討を支援

公募型実証実験 箇所選定フロー

４／２５～５／２５

※ビジネスモデルを重点的に評価
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実験箇所
〔 ８箇所 〕

ＦＳ箇所
〔 ５箇所 〕

引き続き地域で検討
〔 １３箇所 〕

①北海道大樹町
（道の駅「コスモール大樹」）

②山形県高畠町
（道の駅「たかはた」）

③茨城県常陸太田市
（道の駅「ひたちおおた」）

④富山県南砺市
（道の駅「たいら」）

⑤長野県伊那市
（道の駅「南アルプスむら長谷」）

⑥岡山県新見市
（道の駅「鯉ヶ窪」）

⑦徳島県三好市
（道の駅「にしいや」・かずら橋夢舞台）

⑧福岡県みやま市
（みやま市役所山川支所）

①新潟県長岡市
（やまこし復興交流館「おらたる」）

②岐阜県郡上市
（道の駅「明宝」）

③愛知県豊田市
（道の駅「どんぐりの里いなぶ」）

④滋賀県大津市
（道の駅「妹子の郷」）

⑤山口県宇部市
（楠こもれびの郷）

公募型実証実験 箇所選定

既存の地域の特色ある取組との連携でビジネスモデル
の高い実現性が期待できる箇所等

ビジネスモデルの更なる具体化に向けて
フィージビリティスタディを行う箇所
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平成２９年度 実証実験箇所 位置図

島根県飯石郡飯南町
（道の駅 赤来高原）

いいしぐん いいなんちょう

熊本県葦北郡芦北町
（道の駅 芦北でこぽん）

あしきたぐん あしきたまち

滋賀県東近江市蓼畑町
（道の駅 奥永源寺 渓流の里）

ひがしおうみし たてはたちょう

栃木県栃木市西方町
（道の駅 にしかた）

とちぎし にしかたまち

秋田県北秋田郡上小阿仁村
（道の駅 かみこあに）

きたあきたぐん かみこあにむら

北海道広尾郡大樹町
（道の駅 コスモール大樹）

ひろおぐん たいきちょう

山形県東置賜郡高畠町
（道の駅 たかはた）

ひがしおきたまぐん たかはたまち

茨城県常陸太田市
（道の駅 ひたちおおた）

ひたちおおたし

富山県南砺市
（道の駅 たいら）

なんとし

長野県伊那市
（道の駅 南アルプスむら長谷）

いなし

岡山県新見市
（道の駅 鯉が窪）

にいみし

徳島県三好市
（道の駅 にしいや・かずら橋夢舞台）

みよしし

福岡県みやま市
（みやま市役所 山川支所）

新潟県長岡市
（やまこし復興交流館おらたる）

ながおかし

岐阜県郡上市
（道の駅 明宝）

ぐじょうし

愛知県豊田市
（道の駅 どんぐりの里いなぶ）

とよたし

滋賀県大津市
（道の駅 妹子の郷）

おおつし

山口県宇部市
（楠こもれびの郷）

うべし

：地域指定型 ：公募型 ：FS箇所
（4/25決定） （今回決定） （今回決定）
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○高速バス等の広域交通と連携しながら、自動運転で地域内の生活の足や物流を確保

○既存の道の駅からの高速バスを活用した貨客混載事業（地元農産品の出荷）と連携

【パ
タ
ー
ン
１
】

【パ
タ
ー
ン
２
】

〔
運
営
側
〕

運営主体：複数の交通事業者が連携

常陸太田市 バス事業者

〔
運
営
側
〕

運営主体：市が主体の交通サービス会社

車両管理・運行管理サービス
（運営主体からの業務委託）

バス事業者受託者：交通事業者

＜サービスイメージ＞ ＜ビジネススキーム＞

至
東
京

路線バスとの連携
（基幹交通サービス）

高速バス貨客混載事業
（H28.9～）

◇貨客混載輸送
・生活の足の確保
・地元産品の集荷
・商品の配送

高速バス貨客混載事業
との連携

高速バス、路線バス
との連携

拠点
道の駅

「ひたちおおた」

集 落 集 落

市役所 病院

H26年度重点道の駅
（地域センター型）

バス停

生産地

農産物の
６次産業
化等

※企画提案書をもとに国土交通省作成

茨城県常陸太田市：道の駅「ひたちおおた」

5

車両購入
補助

拠点バス停
の利用権
（≒営業権）

運行
補助金

高速バス、
路線バス
との連携

宅配事業者地域住民・観光客

宅配事業者地域住民・観光客

移送サービスに対する
運賃収入

配送サービスに対する
運賃収入

移送サービスに対する
運賃収入

配送サービスに対する
運賃収入



○地元エネルギー会社の余剰電力を活用しながら、自動運転で地域内の生活の足や物流を確保

○既に、地域で生活支援用のタブレット端末等のプラットフォームが整備

福岡県みやま市：みやま市役所 山川支所

拠点
みやま市役所

山川支所

〔
運
営
側
〕

運営主体：自動運転車サービス提供会社
（地元エネルギー会社や公共交通機関等で構成）

地域住民

みやま市

既存公共交
通補助事業
の減額分の
一部を補助

地元エネルギー会社
（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ注文ｻｰﾋﾞｽも運営）

農家

配送指示

地元エネルギー会社
（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ注文ｻｰﾋﾞｽも運営）

移動サービスに
係る運賃収入

配送サービスに
係る運賃収入

農産品集荷
サービスに
係る配送収入

電力事業に
おける余剰
電力を低価
格で提供

既存生活支援
サービスに係る
プラットフォーム
をそのまま活用

ネット注文
自動運転車両

の呼出し

集落

生産地

家庭にタブレット
端末等が配備

路線バス

市役所

余剰電力の提供

配車指示

集落

◇貨客混載輸送
・生活の足の確保
・地元産品の集荷
・商品の配送

H27.2設立

※企画提案書をもとに国土交通省作成 6

＜サービスイメージ＞ ＜ビジネススキーム＞



○高い拠点性をもつ「住民サービスモデル道の駅」を中心に、自動運転で地域内の生活の足や物流を確保

○既存の先駆的な高齢者福祉サービス（デマンドバスや宅配・安否サービス等）と連携

岡山県新見市：道の駅「鯉が窪」

道の駅「鯉が窪」
H28住民サービス部門モデル道の駅

市役所
支局

診療所
認定

こども園

運営主体： NPO法人等

地域住民 観光客

移送、商品配送
サービスに対する
運賃、配送収入

移送サービス
に対する
運賃収入

行政・
民間事業者

等

委託
（自動運転サービス
以外含め）

地域協力金
（設立時負担）

地域住民 道の駅

商品配送
連携

農家

農産品配送
サービスに対する
配送収入

老人
ホーム

集落
生産地
（農産物）

◆高齢者のためデマンド
バスを運行

◆宅配サービス・高齢者
の安否確認を実施

集会所

◇貨客混載輸送
・生活の足の確保
・地元産品の集荷

図書館

高齢者福祉
サービスの取組

※企画提案書をもとに国土交通省作成 7

〔
運
営
側
〕

＜サービスイメージ＞ ＜ビジネススキーム＞



○リニア等の鉄道駅と道の駅を結ぶ路線バスとも連携しながら、自動運転で地域内の生活の足や物流を確保

○既存の物流用ドローンポート（実験）や、路線バスを活用した貨客混載と連携

長野県伊那市：道の駅「南アルプスむら長谷」

〔
運
営
側
〕

運営主体：地元タクシー事業者

地域住民 観光客

商工
会議所
等

移送サービス
に対する
運賃収入

商品配送サービス
に対する
配送収入

移送サービスに
対する運賃収入

伊那市

車両・
システム
調達支援

ドローン
配送連携

道の駅
商品
販売
事業者

商品配送
連携

地元企業
参画に向けた
支援

市内中心部

物流用ﾄﾞﾛｰﾝ
の実験

ＩＣＴとバスを活用した
貨客混載の実証実験

（バーチャルマーケット）

リニア駅

拠点
（道の駅「南アルプスむら長谷」）

ドローンポート

集落

集落

生産地

◇貨客混載輸送
・生活の足の確保
・地元産品の集荷
・商品の配送

路線バス

※企画提案書をもとに国土交通省作成 8

＜サービスイメージ＞ ＜ビジネススキーム＞



○鉄道廃線跡地を活用し鉄道駅と連携しながら、自動運転で拠点間及び地域内の生活の足や物流を確保

○鉄道廃線跡地を用いることで長距離の専用空間を構築

山形県高畠町：道の駅「たかはた」

＜サービスイメージ＞ ＜ビジネススキーム＞

基
幹
交
通
（
鉄
道
）
と
の
連
携

運営主体：高畠町

地域住民 観光客生産者

山形県

移送サービス
に対する
運賃収入

農産品配送
サービス
に対する
配送収入

移送サービス
に対する
運賃収入

自動運転に係る運行支援
（総合交付金制度）

鉄道廃線跡地の活用

集落

ＪＲ
高
畠
駅

生産地

商店街

役場

◇貨客混載輸送
・生活の足の確保
・地元産品の集荷

◇生活の足の確保

拠点
（道の駅「たかはた」）

集落

病院

※企画提案書をもとに国土交通省作成 9

〔
運
営
側
〕



○路線バス等の広域交通と連携しながら、地域内の生活の足や物流を確保

○宇宙のまちづくりとして取り組んできた、多くの先進技術の実証実験等のノウハウを活用

北海道大樹町：道の駅「コスモール大樹」

〔
運
営
側
〕

運営主体：大樹町

地域住民

大樹町 道の駅

観光客・
ビジネス客

地域活性化
による
税収増

広域バスサービス
の提供

売上増分費用

バス
事業者

生産者

地域活性化
による
税収増

道の駅での購買活動

道の駅

売上増分費用

コミュニティバス
運行コスト削減分

生産
拠点

至帯広 至広尾

拠点
（道の駅「コスモール大樹」）

集落

宇宙交流ｾﾝﾀｰ
ＳＯＲＡ

役場

ﾛｹｯﾄや無人航空機の開発・実験

◇貨客混載輸送
・生活の足の確保
・観光客の移動支援
・地元産品の集荷

大樹町宇宙まちづくり

・航空・宇宙分野の実
験・企業を誘致
・宇宙産業を核とした
地域活性化を推進

広域路線バス

※企画提案書をもとに国土交通省作成 10

＜サービスイメージ＞ ＜ビジネススキーム＞



○世界遺産（五箇山合掌造り集落）や周辺観光施設等を自動運転で接続し、新たな観光客の流れを創出

○世界遺産エリアへの周辺地域の工芸品や農産物の販路を拡大

富山県南砺市：道の駅「たいら」

北陸新幹線

〔
運
営
側
〕

運営主体：南砺市

地域住民

道の駅
観光事業者

観光客

移送サービス
に対する
運賃収入

路線バス
との連携

観光事業
との連携

バス
事業者

生産者

農産品出荷サービス
に対する
配送収入

車両管理サービス
（運営主体から
の業務委託）

移送サービス
に対する
運賃収入

タクシー
事業者

拠点
（道の駅「たいら」）

集 落

観光施設
宿泊施設

観光地
“世界遺産”

五箇山相倉合掌造り集落

小さな拠点
行政施設
郵便局等

JR 新高岡駅

「世界遺産バス」
（新幹線駅に接続）

◇貨客混載輸送
・観光客の移動支援
・地元工芸品の集荷
・生活の足の確保

新たな観光客の流れ

※企画提案書をもとに国土交通省作成 11

＜サービスイメージ＞ ＜ビジネススキーム＞



○大型観光施設を拠点に国重要文化財（かずら橋）や周辺観光施設等を接続し、新たな観光客の流れを創出

○国重要文化財を訪れる観光客の滞在型観光を促進

徳島県三好市：道の駅 にしいや・かずら橋夢舞台

中継拠点
（道の駅
にしいや）

〔
運
営
側
〕

運営主体：三好市版運営組織
（三好市、地元事業者）

※運営事業者は公募

観光客

地元事業者

移送サービス
に対する
運賃収入

三好市版検討部会

目標の共有・連携採算性・運営手法
等の検討

JR 大歩危駅

拠点
（かずら橋夢舞台）

集落

基幹交通
（鉄道）との連携

観光地
“国重要文化財”
祖谷のかずら橋

宿泊
施設

新たな
観光客の流れ

路線バス

※企画提案書をもとに国土交通省作成 12

＜サービスイメージ＞ ＜ビジネススキーム＞


